
2012年
3月31日（土）
13：00-16：15

プログラム

問い合わせ先

日本生物学オリンピックフォーラムin岩手 実行委員会
一関第二高等学校（宮城教育大学教職大学院）石井美樹子

TEL 090-6784-3735
E-mail i10064@students.miyakyo-u.ac.jp

主　催▶ 国際生物学オリンピック日本委員会（JBO）
 102-0091 東京都千代田区北の丸公園２番１号
 科学技術館 内
 FAX ： 03-3212-7790
後　援▶ 岩手県教育委員会
 岩手県高等学校教育研究会理科部会
 生物科学学会連合

日本生物学オリンピックフォーラムin岩手実行委員会
委員長▶ 安藤泰彦（盛岡第一高等学校副校長）
実行委員▶ 客本雄二（不来方高等学校）・城守寛（遠野高等学校）
 三戸望（福岡高等学校）・石井美樹子（一関第二高等学校）

不明な点はフォーラムin岩手実行委員会の石井までどうぞ

在りし日の吉崎誠先生（東邦大学名誉教授）による海藻図案より在りし日の吉崎誠先生（東邦大学名誉教授）による海藻図案より

●JR盛岡駅からバス 約15分（バスターミナル11番のりば）
　駅上田線の「松園バスターミナル」行き「上田四丁目（ＮＨＫ前）」下車、
　または駅米内団地線の「桜台団地」行き「工学部東口」下車。徒歩2分
●JR盛岡駅からタクシー約10分

コトジツノマタ

コメノリ

アナアオサ

在りし日の吉崎誠先生（東邦大学名誉教授）による海藻図案より

被災事情により移動手段の確保が困難な地域に配慮し、貸切バスの
運行予定。参加校・人数によって２台程度準備の用意がございます。
係までご相談下さい。
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講演3

  総合司会
 客本 雄二（岩手県立不来方高等学校教諭）
13：00-13：05  開会の辞
 浅島 誠（国際生物学オリンピック日本委員会（JBO）委員長）
13：05-13：25  祝　　辞
 木村 克則（岩手県教育委員会 主任指導主事）
 高畑 義人（岩手大学 理事･副学長）
13：25-14：10 　　　　座長 ： 城守 寛（岩手県立遠野高等学校教諭）
 小岩 弘之（岩手医科大学医学部 客員教授）
 「植物細胞の不思議探検」 ―葉緑体を探る―

14：10-14：55 　　　　座長 ： 石井 美樹子（岩手県立一関第二高等学校教諭）
 西田 治文（中央大学理工学部生命科学科 教授）
 「宇宙のイーハトーブ地球」 ―生物多様性と人類の未来を考える―

14：55-15：05 休　　憩
15：05-15：50 　　　　座長 ： 三戸 望（岩手県立福岡高等学校教諭） 
 浅島 誠（東京大学 名誉教授）
 「じっくり見つめることで見えないものが見えてくる 」 ―胚誘導因子を求めて―

15：50-16：10  「国際生物学オリンピック」挑戦のすすめ
 石和 貞男（お茶の水女子大学 名誉教授、JBO運営委員長）
16：10-16：15  閉会の辞
 安藤 泰彦（岩手県立盛岡第一高等学校副校長、岩手県高等学校教育研究会生物部会長）

生命のもつ面白さや不思議さを堪能し、君の生物学を世界で競おう生命のもつ面白さや不思議さを堪能し、君の生物学を世界で競おう生命のもつ面白さや不思議さを堪能し、君の生物学を世界で競おう
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参加費
無 料
事前申込不要

中学生･高校生
教員･一般
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